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１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
福
山
市
草
戸
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
四
次
調
査

　
一
九
八
四
年

（昭
５９
）

一
一
月
ｉ

一
九

八
五
年

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
松
下
正
司

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
江
戸
時
代

（中
心
は
主
に
鎌
倉

・
室
町
時
代
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

第
三
四
次
調
査
区
は
、
遺
跡
包
蔵
中
洲
の
中
央
部
に
位
置
し
、　
一
九
八
二
年

度
調
査
の
第
三

一
次
調
査
区
の
南
、　
一
九
八
四
年
度
調
査
の
第
二
三
次
調
査
区

の
西
に
あ
た
り
、
東
西
四
〇
ｍ
×
南
北
四
〇
ｍ
の
一
六
〇
〇
ド
で
あ
る
。
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今
回
の
調
査
区
で
は
、
鎌
倉
時
代
ぞ
室
町
時
代
の
各
時
期
に
か
け
て
、
町
造

り
の
骨
格
を
な
す
柵

・
溝
が
多
く
検
出
さ
れ
た
。
調
査
区
の
北
か
ら
広
が
る
も

の
で
、室
町
時
代
後
半
の
町
囲
。町
割
の
た
め
の
大
規
模
な
柵
囲
の
南
端
部
が
明

ら
か
に
な
り

（
Ｓ
Ａ
一一六
五
〇

。
一一六
五
一
二
一〓
三
五
・
三
〓
三
ハ
二
三

四
五
）
、

造
替
え
が
な
さ
れ
た
り
、
四
脚
門

（
ｓ
ｘ
三
一
五
〇
）
が
取
付
い
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
柵
囲
の
南
側
に
は
、
鎌
倉
時
代
？
室
町
時
代
に
か
け
て
、
五

条
の
大
規
模
な
溝
が
複
雑
に
切
合

っ
て
東
西
に
走

っ
て
い
る

（
Ｓ
⊇
三

三
〇

二
〓
三
九
二
〓
四
〇

二
三

四
一
二
五

四
一０
。

ま
た
、
鎌
倉
時
代
の
環
濠

状
の
溝

（
ｓ
Ｄ
三
一
九
〇
）
や
、
初
期
の
柵
に
よ
る
町
囲

・
町
割
を
考
え
る
上
で

重
要
な
室
町
時
代
前
半
の
柵

（
ｓ
全
二

七
七
）
も
み
ら
れ
た
。
木
簡
は
、
Ｓ
Ｄ

三

一
九
〇
、
Ｓ
Ｋ
三

一
六
五

・
三

一
八
〇
か
ら
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三

一
九
〇
は
調
査
区
中
央
部
か
ら
南
西
部
に
位
置
す
る
環
濠
状
の
溝
で
、

特
別
の
区
域
を
画
す
る
施
設
と
も
考
え
ら
れ
る
。
幅
は
三
ぞ
四
ｍ
、
深
さ
は
一

ｍ
前
後
で
、
北
辺
は
西
側
が
終
結
し
て
約

一
七
ｍ
、
東
辺
は
約

一
五
ｍ
、
南
辺

は
約
二
三
ｍ
で
更
に
西
の
調
査
区
へ
続
い
て
い
る
。
溝
内
か
ら
は
多
量
の
上
師

質
土
器
と
、
底
部
付
近
を
中
心
に
漆
器

・
折
敷

・
下
駄

・
舟
形
等
の
木
製
品
が

出
土
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
、
土
層
堆
積
と
出
土
遺
物
か
ら
、
鎌
倉

時
代
後
半
に
掘
り
直
し
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｋ
三

一
六
五

・
三

一
八
〇
は
、
調
査
区
西
部
の
中
央
と
南
部
に
位
置
し
、

東
西

一
ｍ
、
南
北
二
ｍ
、
深
さ
○

・
六
ｍ
ほ
ど
の
同
規
模
の
上
羨
で
あ
る
。
両

者
と
も
内
部
に
箸
状
木
製
品

・
折
敷

・
草
履
状
木
製
品
等
の
木
製
品
が
充
満
し

篤
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て
お
り
、
特
に
箸
状
木
製
品
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。
破
片
の
長
さ
を
三
二

・
Ｏ
Ｃｍ
で
一
本
分
と
し
て
計
算
す
る
と
、
完
形
の
も
の
を
合
め
て
Ｓ
Ｋ
三

一
六

五
が
約
四
五
〇
本
分
、
Ｓ
Ｋ
三

一
八
〇
が
約

一
二
六
〇
本
分
に
も
な
る
。
ま
た

Ｓ
Ｋ
三

一
六
五
か
ら
は
、
漆
紙
や
漆
塗
り
に
使
用
し
た
多
く
の
へ
ら
が
出
土
し

て
お
り
、
中
に
は
へ
ら
に
転
用
さ
れ
た
元
の
材
に
墨
書
さ
れ
た
も
の

（⑤
）
も

あ
る
。

Ｓ
Ｋ
三

一
八
〇
は
、
Ｓ
Ｄ
三

一
九
〇
が

一
た
ん
埋
没
し
た
段
階
で
掘
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
の
後
半
頃
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
Ｓ
Ｋ
三

一
六
五
は
、
出
土
遺
物
の
対
比
か
ら
、
Ｓ
Ｋ
三

一
八
〇
よ
り
若
干
古
い
時
期
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｄ
二
一
九
〇
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②
　
　
　
　
『口
日
日
ぎ

〔
の
ヵ
〕

□
ち
□
た
の
□
ち
の
　
ち
の
□
き
く
と
の
□

『［山］』
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
」
（解Φ∞）
×
（］∞）
×
∽

Ｓ
Ｋ
三

一
六
五

⑤
　
　
「九
月
十
九
日
十
一
一貫
一一一酢
ヵ
〕　
　
　
　
　
　
　
（牌ω卜）×
］９×
ト

⑭
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月
九
日
□
ち
志
□
□
日
‐―
回

　
　
　
　
（］Ｊ
恙
ガ
『

０

　

□
　
□
回
日
Ｈ
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ｏギ
］ギ
∞

ｏ
　

日

回

　

　

　

　

　

　

　

　

（ｅ

Ｓ

赴

酌
舒

日
日
配
叱〔け
ヵ
〕

甲
力〕
舶
鬱
□

七
百
□
□
口
□
□
日
□
＜
」

岸
∽
ω

Ｘ

ヽ
〇

×

∞
　
　
牌
μ
Ｐ

岸
Φ
Ｎ

μ
Φ
『



Ｓ
Ｋ
三

一
八
〇

０
　
「許眸昨
酢紀
百
文
に
て＜
」　
　
　
　
　
　
μ膵宴
］聟
∞
〓

〔け
ヵ
〕

〔道
ヵ
〕
〔
し
ヵ
〕

０
　
。
「□
ん
□
□
□
□
」

名
け
ん
□
□

］
∞
Φ
×

ド
⇔
×

卜
　
　
μ
］
〇

②
は
断
片
で
あ
る
が
、
書
き
重
ね
て
お
り
、
ま
た

「
ち
の
」
の
記
載
が
繰
返

さ
れ
て
お
り
、
習
書
風
の
も
の
で
あ
る
。
①
は
一
貫
六
百
文
の
取
引
き
を
示
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
①
は
材
の
全
体
が
黒
ず
ん
で
お
り
、
判
読
が
困
難
で
あ

□し
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る
が
、
表
一異
に
同

一
の
文
言
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
Ｓ
Ｋ
三

一
六
五

。
三

一
八
〇
は
、
共
に
木
製
品
を
中
心
に
廃
棄
し
た
土

羨
と
考
え
ら
れ
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
遺
物
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
出
土

木
簡
を
取
巻
く
背
景
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
す
る
一
助
に
な
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

佐
藤
昭
嗣

・
福
島
政
文

。
田
邊
英
男

「草
戸
千
軒
町
遺
跡
第
３４
次
調
査
概

要
」
３
草
戸
千
軒
』
配
１５３
　
一
九
八
六
年
）

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

『草
戸
千
軒
町
遺
跡
―
第
三
四
次
発

掘
調
査
概
要
―
』
（広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
八
五
　
一
九
八

七
年
刊
行
予
定
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（下
津
間
康
夫
）
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